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１ こ の 省 令 は 、 平 成 二 十 五 年 二 月 一 日 か ら 施 行

す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 省 令 の 施 行 の 際 現 に Ｄ Ｄ 第 二 種 若 し く は

Ｄ Ｄ 第 三 種 の 資 格 者 証 の 交 付 を 受 け て い る 者 又

は Ｄ Ｄ 第 二 種 若 し く は Ｄ Ｄ 第 三 種 の 試 験 に 合 格

し 、 養 成 課 程 を 修 了 し 、 若 し く は 第 四 章 に 規 定

す る 認 定 を 受 け 、 か つ 、 こ の 省 令 の 施 行 の 日 後

に 資 格 者 証 の 交 付 を 受 け る 者 が 行 い 、 又 は 監 督

す る こ と が で き る 端 末 設 備 等 の 接 続 に 係 る 工 事

の 範 囲 は 、 こ の 省 令 に よ る 改 正 後 の 工 事 担 任 者

規 則 （ 以 下 「 新 規 則 」 と い う 。 ） 第 四 条 に 規 定 す

る 工 事 の 範 囲 と す る 。

３ 新 規 則 第 十 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 こ の

省 令 の 施 行 の 日 前 に お け る デ ジ タ ル 伝 送 路 設 備

に 端 末 設 備 等 を 接 続 す る た め の 工 事 （ 接 続 点 に

お け る デ ジ タ ル 信 号 の 入 出 力 速 度 が 毎 秒 百 メ ガ

ビ ッ ト を 超 え 一 ギ ガ ビ ッ ト 以 下 の 主 と し て イ ン

タ ー ネ ッ ト に 接 続 す る た め の 回 線 に 係 る も の に

限 る 。 ） の 実 務 経 歴 の 期 間 は 、 Ｄ Ｄ 第 一 種 、 Ｄ Ｄ

第 二 種 又 は Ａ Ｉ ・ Ｄ Ｄ 総 合 種 の 端 末 設 備 の 接 続

の た め の 技 術 及 び 理 論 の 試 験 科 目 が 免 除 さ れ る

に 要 す る 実 務 経 歴 の 期 間 （ デ ジ タ ル 伝 送 路 設 備

に 端 末 設 備 等 を 接 続 す る た め の 工 事 に 係 る も の

に 限 る 。 ） に 通 算 す る こ と が で き る 。

４ こ の 省 令 の 施 行 の 日 前 に 申 請 の 行 わ れ た 工 事

担 任 者 試 験 の 手 数 料 の 額 に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。

工 事 担 任 者 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

工 事 担 任 者 規 則 （ 昭 和 六 十 年 郵 政 省 令 第 二 十 八

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 の 表 Ｄ Ｄ 第 二 種 の 項 中 「 毎 秒 百 メ ガ ビ ッ

ト 」 の 下 に 「 （ 主 と し て イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 す る

た め の 回 線 に あ つ て は 、 毎 秒 一 ギ ガ ビ ッ ト ） 」 を 加

え 、 同 表 Ｄ Ｄ 第 三 種 の 項 中 「 毎 秒 百 メ ガ ビ ッ ト 以

下 の も の 」 を 「 毎 秒 一 ギ ガ ビ ッ ト 以 下 」 に 、「 イ ン

タ ー ネ ッ ト 接 続 の た め の 回 線 」 を 「 イ ン タ ー ネ ッ

ト に 接 続 す る た め の 回 線 に 係 る も の 」 に 改 め る 。

第 十 四 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 試 験 を 免 除 す る 場 合 の 手 数 料 ）

第 十 四 条 の 二 電 気 通 信 事 業 法 施 行 令 （ 昭 和 六 十

年 政 令 第 七 十 五 号 ） 別 表 第 二 の 総 務 省 令 で 定 め

る 額 は 、 試 験 科 目 の 全 部 に つ い て 試 験 を 免 除 す

る 場 合 に あ つ て は 五 、 六 〇 〇 円 と し 、 試 験 科 目

の う ち の 一 部 の 科 目 に つ い て 試 験 を 免 除 す る 場

合 に あ つ て は 八 、 七 〇 〇 円 と す る 。

第 十 五 条 中 「 前 条 」 を 「 第 十 四 条 」 に 改 め る 。

別 表 第 四 号 Ｄ Ｄ 第 一 種 の 項 中「毎秒100メガビッ
ト」 の 次 に「（主としてインターネットに接続する
ための回線にあつては、毎秒１ギガビット）」 を 加

え 、 同 表 Ｄ Ｄ 第 二 種 の 項 中「毎秒100メガビット
以下の主としてインターネット接続のための回
線」 を「毎秒１ギガビット以下の主としてインター
ネットに接続するための回線に係るもの」 に 改 め 、

同 表 Ａ Ｉ ・ Ｄ Ｄ 総 合 種 の 項 中「毎秒100メガビッ
ト」 の 次 に「（主としてインターネットに接続する
ための回線にあつては、毎秒１ギガビット）」 を 加

え る 。

２ 使用の部分 石川県七尾市小池川原町、小
池川原町円山、小池川原町ホ、古城町エ、古
屋敷町ト、古屋敷町チ、古屋敷町ヘ、古屋敷
町リ、古屋敷町ヌ、古屋敷町ヲ、古屋敷町川
畦、古屋敷町レ、竹町ネ、矢田町甲、矢田町
弐〇号鉄砲山、矢田町弐壱号鉄砲山、矢田町
弐弐号七株田、大泊町マ、大泊町壱八、大泊
町崎谷、大泊町弐五、大泊町イ、大泊町伊豆
穴、大泊町ヌ、大泊町藤巻、大泊町ヲ、大泊
町ヨ及び大泊町ロ地内
富山県氷見市脇字円山及び字上野、中波字
上野、字後山、字女子及び字瀧ケ峯、宇波、
宇波字吉田並びに白川地内

第４ 事業の認定をした理由
申請に係る事業は、以下のとおり、法第20

条各号の要件をすべて充足すると判断される
ため、事業の認定をしたものである。

２ 法第20条第２号の要件への適合性
一般国道の新設は、道路法第12条の規定に
より国土交通大臣が行うものとされており、
本件区間は、同法第13条第１項の指定区間に
該当することなどから、起業者である国土交
通大臣は、本件事業を遂行する充分な意思と
能力を有すると認められる。
したがって、本件事業は、法第20条第２号
の要件を充足すると判断される。
３ 法第20条第３号の要件への適合性
\ 得られる公共の利益
一般国道470号（能越自動車道。以下「本
路線」という。）は、輪島市を起点とし、七
尾市、氷見市、高岡市等を経由して砺波市
に至る延長約100›の自動車専用道路であ
る。
本路線が通過する石川県七尾市及び富山
県氷見市（以下「本件地域」という。）は、
ブリ、カキ等の漁業が盛んな地域であり、
水揚げされた水産品は関東、関西方面等に
出荷されている。
本件地域には、物流等を担う幹線道路と
して一般国道160号があるが、本件区間に
対応する区間（以下「現道」という。）は、
道路構造令（昭和45年政令第320号）に定
める道路幅員、最小曲線半径及び最急縦断
勾配を満たさない区間があるほか、自然災
害による通行止めが行われるなど、幹線道
路としての機能を十分に発揮していない状
況にある。

〇 法 務 省 告 示 第 三 十 二 号

戸 籍 法 第 百 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 次 の 市

長 を 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ っ て 戸 籍 事 務 を 取 り 扱

う 市 区 町 村 長 に 指 定 す る 。

こ の 指 定 は 、 平 成 二 十 五 年 二 月 九 日 か ら 効 力 を

生 ず る 。

平 成 二 十 五 年 一 月 二 十 三 日
法 務 大 臣 谷 垣 禎 一

京 都 府 宇 治 市 長

〇 外 務 省 告 示 第 二 十 六 号

平 成 二 十 四 年 十 二 月 十 九 日 に ジ ャ カ ル タ で 、 円

借 款 の 供 与 に 関 す る 日 本 国 政 府 と イ ン ド ネ シ ア 共

和 国 政 府 と の 間 の 平 成 十 七 年 三 月 二 十 九 日 付 け の

交 換 公 文 に 従 っ て イ ン ド ネ シ ア 共 和 国 政 府 に 供 与

さ れ る こ と に な っ た ウ ル ブ ル 地 熱 発 電 所 建 設 計 画

の 実 施 に 係 る 円 貨 に よ る 借 款 の 支 出 期 間 が イ ン ド

ネ シ ア 共 和 国 政 府 と 独 立 行 政 法 人 国 際 協 力 機 構 と

の 間 の 合 意 に よ り 平 成 二 十 六 年 六 月 三 十 日 ま で 延

長 さ れ る 旨 の 口 上 書 の 交 換 が 、 イ ン ド ネ シ ア 共 和

国 政 府 と の 間 に 行 わ れ た 。

平 成 二 十 五 年 一 月 二 十 三 日
外 務 大 臣 岸 田 文 雄

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 六 十 二 号

土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 規 定 に 基 づ き 事 業

の 認 定 を し た の で 、 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に

基 づ き 次 の と お り 告 示 す る 。

平 成 二 十 五 年 一 月 二 十 三 日

国 土 交 通 大 臣 太 田 昭 宏

第１ 起業者の名称 国土交通大臣
第２ 事業の種類 一般国道470号新設工事（能
越自動車道「七尾氷見道路」新設工事・石川
県七尾市小池川原町地内から同市矢田町壱七
号雀端地内まで、同市東浜町壱地内から富山
県氷見市中波字瀧ケ峯地内まで及び同市宇波
地内から同市宇波字吉田地内まで）

第３ 起業地
１ 収用の部分 石川県七尾市小池川原町、小
池川原町ハ、小池川原町円山、小池川原町ホ、
古城町エ、古屋敷町ト、古屋敷町チ、古屋敷
町ヘ、古屋敷町リ、古屋敷町ヌ、古屋敷町ヲ、
古城町ロ、古城町ハ、古城町ニ、古城町川清
水、古屋敷町川畦、古屋敷町レ、古屋敷町ソ、
竹町ネ、矢田町甲、矢田町壱九号鉄砲山、矢
田町弐〇号鉄砲山、矢田町弐壱号鉄砲山、矢
田町弐弐号七株田、矢田町壱七号雀端、東浜
町壱、東浜町白助、東浜町ケ、東浜町コ、東
浜町フ、東浜町善間谷内、東浜町エ、大泊町
壱参、大泊町マ、大泊町壱八、大泊町壱九、
大泊町崎谷、大泊町弐五、大泊町弐七、大泊
町イ、大泊町泊、大泊町ツ、大泊町ケ、大泊
町伊豆穴、大泊町リ、大泊町ヌ、大泊町藤巻、
大泊町ヲ、大泊町ヨ及び大泊町ロ地内
富山県氷見市脇字円山及び字上野、中波字
上野、字後山、字女子及び字瀧ケ峯、宇波、
宇波字吉田及び字上野、白川並びに白川字川
下地内

１ 法第20条第１号の要件への適合性
申請に係る事業は、石川県七尾市千野町ほ
地内の七尾インターチェンジ（仮称）から富
山県氷見市宇波字吉田地内のÍ浦インター
チェンジまでの延長20•0›の区間（以下「本
件区間」という。）を全体計画区間とする「一
般国道470号新設工事（能越自動車道「七尾
氷見道路」新設工事）」（以下「本件事業」と
いう。）のうち、上記の起業地に係る部分であ
る。
本件事業は、道路法（昭和27年法律第180

号）第３条第２号に掲げる一般国道に関する
事業であり、法第３条第１号に掲げる道路法
による道路に関する事業に該当する。
したがって、本件事業は、法第20条第１号
の要件を充足すると判断される。
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